
「私たちと民主政治」（６時間） 

    ～住民として地方自治を考えよう～ 

 

   旭川市立忠和中学校 教諭 新 山 竜 彦 

３年１組 生徒数：３３名（男子１９名，女子１４名） 

１ 本ユニットについて 
 

（１）学習内容に関して 

 
 本ユニットの学習内容に関わって，学習指導要領では，「地方自治の基本的な考え方について

理解させる。その際，地方公共団体の政治の仕組みについて理解させるとともに，住民の権利や

義務に関連させて，地方自治の発展に寄与しようとする住民としての自治意識の基礎を育てる」

ことを求めている。 
 本ユニットでは，旭川市の住民という立場から，地方自治のしくみと地域の変化を捉え，旭川

市が抱える問題の一つである「除排雪問題」の解決策を考えることによって，主体的に地方自治

に参画する態度を養うことをねらいとしている。生徒にとって身近な社会的事象を取り上げるこ

とで主体的な学びを促し，課題を解決していく中で，対立と合意，効率と公正の視点から住民参

加の重要性を捉えさせ，自治意識の基礎を育てることに迫っていきたい。 
 

（２）生徒の実態と資質・能力を育むための指導の方向性 

 

 生徒の実態 資質・能力を育むための方向性 

 

 

 

 
 

 

 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
  

 

 

   

 

 

 

 
 

 

 

 

中学校 

公民的分野 

  研究推進委員会 



２ 研究内容１「子供が社会とのかかわりを深める教材開発」に関わって 
 
（１）研究内容１―①「社会に対する関心を高める教材の選定」 

 
自分という存在が自分たちの住むまちで大きな役割を

担っていることに気付くことが，地域の課題を解決してい

く上で重要であることを理解させたい。 
そのため，生徒にとって身近な問題であり，多雪地域に

とって共通の課題である除排雪問題に焦点を当てた。この

問題は旭川市にとっても大きな課題となっており，これを

教材化することは，生徒と地方の政治をつなぐために有効

であると考えた。旭川市永山地区には，１８の町内会が集

まって組織される永山第三地区市民委員会がある。この住

民組織は，行政，企業と協働することで，除排雪の問題解

決のために次のような活動を行っている。 
・雪捨て場に関する看板やパンフレットの作成 
・違法駐車禁止の呼びかけや除排雪が行われる条件を 
 知らせる説明会の実施     
・地域の企業の私有地を雪置き場として提供してもらう     
 よう依頼 
・交差点の雪の高さを１m５０cm 以下にしてもらうよう除雪センターに依頼       
・年５，６回，市の土木事業所や業者と共にパトロールや除排雪の情報交換の実施 
その結果，地域の企業が積極的に駐車場を雪置き場として提供してくれるようになり，路上駐

車や道路への雪出しなどの違反行為が減るとともに，住民からの苦情も激減するなどの成果を上

げている。その取組については，地域のメディアにも度々取り上げられている。永山第三地区市

民委員会の方々は，「市に出される要望・苦情の大半が住民のエゴであることから，自分たちで

何かできないか」，「自分たちが取り組むことで少しでも除雪費を減らす事ができれば，その分を

福祉や教育などに生かしてもらえるのではないか」と，この取組を始めるきっかけとなった熱い

想いを語っていた。 
 旭川市との協働事業として「安全・快適な冬の生活道路を守る」事業が平成２２年度から始ま

った。平成２４年度からは，「地域力向上事業（市民委員会チャレンジ事業）」として取り組み，

旭川市内の他地区にも大きな影響を与えてきた。その例として，忠和地区市民委員会の活動があ

る。道路への雪出し・路上駐車禁止などのパトロールや啓発活動を定期的に実施するようになっ

たのである。こうした地域の問題に住民の立場から主体的に取り組む事例の教材化は，子どもた

ちと社会をつなぎ，主体的に社会に参画していく態度を育むことにつながると考えている。 
    

■「旭川市の除排雪問題」の 

ストロングポイント 

旭川市が抱える問題であるととも

に，雪国共通の問題である。 

生徒と地方の政治をつなぐのに有

効な教材である。 

多雪地域に暮らす生徒たちにとっ

て身近な問題である。 

旭川市には，除排雪の問題解決のた

めに，住民組織が立ち上がり，行政，

企業と協働することで成果を上げ

ている永山第三地区市民委員会の

事例がある。 

除雪に関する永山第三地区住民説明会 永山第三地区市民委員会と 
除雪センター(業者)警察の合同パトロール 



■協働的に考える授業 

考える 

地域の問題を解決する上で大切なこと

とは何か？を個人でまとめる 

広げる 

住民として行政や企業などと協働して

解決すべき身近な課題を考えさせる。 

深める 

 
①班ごとに行政，企業，住民で，また

立場が異なる者が揃うよう班を再構

成し，「除排雪が遅く交差点の見通し

が悪い」問題について考える。 

②住民が主体的に取り組み，行政や企

業と協働している永山第三地区市民

委員会の事例を知る。 

③忠和地区市民委員会の方の講話を

聴き，除排雪問題から地域の問題に視

野を広げる。 

つかむ 

旭川市の除排雪の現状に関する蓄積し

てきた資料を確認し，本時の学習課題を

把握する。 

３ 研究内容２「子供が主体的・協働的に追究する学習展開」に関わって 
 
（１）研究内容２―②「社会的事象の意味や特色，相互の関連，概念について協働的に

考える授業構成」 

 
 練り合いのテーマは，「除排雪が遅く交差点の見通

しが悪いという問題の解決策を考える」である。この

具体的な地域の問題について，グループごとに「市（行

政）」「業者（企業）」「住民」の立場に立ち，ユニット

の中で蓄積してきた資料を基に，それぞれの視点で解

決策を考える。 
次に３つの立場を組み合わせたグループに再構成

し，出された解決策を共有しながら，それぞれの立場

で議論し合う場を設定する。 
話し合いは，市の除雪ルールやマナーに関する啓発

活動，財政事情，業者が抱える除雪機械の老朽化やオ

ペレータ不足・高齢化といった問題，住民の違法駐車

やルール･マナー違反がある現状など，ユニット内で

積み重ねてきた学習を踏まえて行う。議論する中で，

一つの立場のみで解決していくことが困難であるこ

とに気付き，三者が様々な形で協働して解決策を出し

ていくことができるかがポイントとなる。 
さらに，除排雪の問題に対して住民が主体的に取り

組み，行政や企業と協働している永山第三地区市民委

員会の事例を紹介する。解決が難しい問題に対して，

実際に努力している様子を知ることで，住民として自

分たちがすべきことや住民の行動で地域が変わるこ

とに気付かせる。 
その後，除排雪から地域の問題へ生徒たちの視野を

広げるために，最も身近な忠和地区市民委員会の方に

除排雪以外の取組を聞く。それにより，「地域の問題

を解決するには，住民が積極的に地域のことを知り，

行動することが重要である。また，行政や企業・住民

が協働して地域の問題を解決する努力が大切である」

という概念的知識に迫る。 
 最後に概念的知識を自分の言葉でまとめさせる。そ

れを除排雪以外の問題に役立てることができないか考えさせ，学びを広げていくことにつなげて

いく。 
 
 
 
 
 



 
 

４ ユニットの目標 
 
（１） 旭川市の課題に対する様々な取組を適切にまとめ，住民が積極的に参加し，行政や企業

と協働する大切さを理解させる。 
【知識・技能】 

 
（２） より良い地方公共団体のあり方や旭川市の課題について，住民の意見や行政，財政状況

を踏まえながら多面的・多角的に追究し，その結果や過程を適切に表現させる。 
 

【思考・判断・表現】 
 

（３） 地方自治に関心をもち，旭川市をより良くするために，住民として意欲的に関わろうと

する態度を育てる。 
【主体的に学習に取り組む態度】 

 
 
５ ユニットの評価規準 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
 旭川市の課題に対する様々

な取組を適切にまとめ，住民が

積極的に参加し，行政や企業と

協働する大切さを理解してい

る。 
 

 
 より良い地方公共団体のあ

り方や旭川市の課題について，

住民の意見や行政，財政状況を

踏まえながら多面的・多角的に

追究し，その結果や過程を適切

に表現している。 
 

 
 地方自治に関心をもち，旭川

市をより良くするために，除排

雪の問題の解決策を様々な資

料から考えるなど，住民として

意欲的に関わろうとしている。 

 
 
  



６ 知識の構造図 
 

小学校での既習知識 

第３・４学年「５ 健康なくらしとまちづくり(東京書籍『新しい社会』)」 
・飲料水の確保やごみ処理などの様々な取組などの対策や事業は，地域の人々の健康な生活や良好

な生活環境の維持と向上に役立っている。 
第５学年「５ 国土の自然とともに生きる(東京書籍『新しい社会』)」 
・我が国の国土は自然災害が多く，被害を防止するために，国や都道府県，地域住民などが協力し

て対策や事業を進めている。 
第６学年「２ くらしの中の政治(東京書籍『新しい社会』)」 
・人々の願いを実現するために，国や地方公共団体の政治の働きが関わっており，それらは，国民

の生活の安定と向上を図るために重要な働きをしている。 
・地方公共団体の政治は，人々の願いを取り入れながら進められており，国民の生活の安定と向上

を図るために重要な働きをしている。 
基礎的知識 説明的知識 概念的知識へつなげる指導の重点 

地方公共団体 
住民自治 
地方議会，首長 
直接民主制 
公共サービス 
条例 
 

地域の課題は，その地域に住

む住民自身の手によって解決し

ていくことが原則である。 
 地方公共団体は，地方議員も

首長も住民によって直接選挙さ

れ，両者が協力しながら政治を

行っている。 

旭川市は除雪のルールを定め，住民に除

雪のマナーを知らせていること，除雪業者

は「後継者不足」「重機(機材)の老朽化」「排

雪場不足」などに苦労していることを特に

意識させる。 

地方財政 
自主財源，依存財源 
地方交付税 
国庫支出金 
地方債 
財政改革 

 地方財政は，依存財源や借入

金の割合が高く，財政再建が課

題となっている。 

旭川市は自主財源の割合が少なく，依存

財源に頼り，限られた予算の中で様々な役

割を果たしている中，除雪費が増加傾向に

あることに着目させる。 

市町村合併 
地方分権 
情報公開，規制緩和 
オンブズマン制度 
直接請求権 
住民投票 

 住民が積極的に地方政治に参

加するためには，まちの実情や

意思決定の過程を明らかにし，

国による規制をできるだけ少な

くしていくことが必要である。 

除雪センターが住民からの除雪に関す

る問い合わせや改善要望の窓口であるこ

とに着目させる。また，住民組織が主体的

に除排雪問題の解決のために活動してい

ることに気付かせる。 

概念的知識 

 
地域の問題を解決するためには，住民が積極的に自分の地域のことを知り，行動

することが重要である。また，行政・企業・住民が協働して地域の問題を解決する

努力が大切である。 
 

  ※白抜き文字は小学校の学習を踏まえたもの  



７ 指導計画 
 

段階 時 学習活動 評価規準と評価方法 

事
象
と
の
出
会
い
・
学
習
課
題
の
設
定 

①  

１ 地方自治の意義と仕組みを理解し，国政と比べた地方の政

治の特徴を考える。 
２ 旭川市の降雪量の折れ線グラフや写真から，多雪地域であ

ることを読み取る。 
３ 旭川市の除雪アンケートから，除排雪について市民の問題

意識が高いことを読み取る。 
（グラフや資料の読み取りから課題を明確にする場面） 
 
 
４ 旭川市の除排雪をより良くするために誰が何をどうすべ

きかを考え，ワークシートに記入する。 
（既存の知識から課題に対する見通しをもつ場面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 地域が抱える問題の解

決に向けて，行政・企業・

住民が行うべき取組につ

いて意欲的に追究しよう

としている。 

【ワークシート】 

追
究
・
解
決 

②  

５ 地方公共団体の仕事と仕組みを理解する。 
６ 旭川市役所が住民に配布 

しているチラシから，除排 
雪のルールとマナーが知ら 
されていることに気付き， 
近隣住民の実情と照らし合 
わせ，どのような課題があ 
るかを考える。 

７ 旭川市の除排雪に関わる業者の実情を知り，除排雪を行う

上でどのような課題があるかを考える。 
・除雪機械の老朽化 
・オペレータの減少・高齢化・後継者不足 
・堆積場の確保の難しさ  ＊資料 1 を提示する 

（ユニットを通した課題を多面的・多角的に捉える場面①） 

 

 

 
知技 グラフから除雪業者

のオペレータの減少・高

齢化などの除排雪を行う

上での業者の課題を読み

取っている。 

【ワークシート】 

③  

８ 旭川市の２０１６年度予算から，自主財源よりも依存財源

が多いことを読み取る。 
９ 旭川市の債務が増加し 
ていくと，今後，私たち 
の生活にどのような影響 
が生じるかを考える。 

10 旭川市の除雪費推移と 
累計積雪量のグラフから，除雪費は積雪量に関わらず増加傾

向にあることを読み取る。 ＊資料２を提示する。 
（ユニットを通した課題を多面的・多角的に捉える場面②） 

知技 旭川市の除雪費推移

と累計積雪量の折れ線グ

ラフから，除雪費は積雪

量に関わらず増加傾向に

あることを読み取ってい

る。 

【ワークシート】 

グラフから情報を読み取

り，課題を明らかにする

技能を高める。 

複数の資料から状況を

分析する技能を高める。 

旭川市は除雪のルールを定め，住民に

除雪のマナーを知らせていること，除雪

業者は「後継者不足」「重機(機材)の老

朽化」「排雪場不足」などに苦労してい

ることを特に意識させる。 

 旭川市は，自主財源の割合が少なく，

依存財源に頼り，限られた予算の中で

様々な役割を果たしている中，除雪費が

増加傾向にあることに着目させる。 

ユニットを通した課題「地域の問題を解決する上で大切なこととは何だろうか」 



 
 
 
 
 

追
究
・
解
決 

④  

11 住民の権利である直接請求権の意義・役割を理解する。 
12 地方分権に欠かせない「情報公開制度」や「住民の政治

参加」について理解する。 
13 除雪センターは，除雪 
作業の基地として各地に 
設置され，２４時間体制 
で地区内の降雪や道路状 
況を把握し，住民の問い 
合わせ窓口となっている 
ことを理解する。 

14 忠和地区市民委員会が主体的に除排雪問題の解決のため

に活動してきたことに気付かせる。 
（ユニットを通した課題を多面的・多角的に捉える場面③） 

思 地域の問題を解決する

ために必要なことは何か

について，行政の取組や

住民の活動の面から考察

している。 

【ワークシート】 

⑤ (

本
時) 

15 班で「除排雪が遅く交差点の見通しが悪い」という旭川

市の地域問題について，行政(市)・企業(業者)・住民の立場

から解決策を考える。 
16 異なる立場の主張を共有し，解決策を考え，全体で交流

する。 
17 スライドで永山第三地区市民委員会が，住民の立場から

市や業者の架け橋となって成果を挙げている取組を知る。 
18 忠和地区市民委員会の方の講話を聞き，除排雪問題以外

の地域の問題においても住民参加が重要であることを理解

する。 
19 地域の問題を解決する上で大切なことは何かを考え，グ

ループ内で交流する。 
（様々な意見を集め，多面的・多角的なアプローチから課題解

決に向かう場面） 
 
 
 
 
 
 

知技 地域が抱える課題を

解決するためには，住民が

積極的に行動することが

重要であり，その上で行政

や企業との協働が大切で

あることを理解している。 

【ワークシート】 

発
展 

⑥  

20 行政，企業，住民が協働して取り組むべき社会の中の問

題の解決策を考える。 
(例)待機児童問題，独居老人，空き家問題など 

（概念的知識の応用を図る場面） 

主 行政，企業，住民が協

働して取り組むべき問題

について，具体的に解決策

を考えようとしている。 

【ワークシート】 
  

 除雪センターが住民からの除雪に関

する問い合わせや改善要望の窓口であ

ることに着目させる。また，住民組織

が主体的に除排雪問題の解決のために

活動していることに気付かせる。 

【概念的知識】 

地域の問題を解決するためには，住民が積極的に自分

の地域のことを知り，行動することが重要である。また，

行政・企業・住民が協働して地域の問題を解決する努力

が大切である。 



８ 本時の授業構成 
（１）目標 

   地域が抱える問題を解決するためには，住民が積極的に行動することが重要であり，その

上で行政や企業との協働が大切であることを理解させる。        【知識・技能】 
（２）展開 

過程 学習活動 教師の関わり 学習評価 

つ
か
む 

１ 旭川市の除排雪の現状を確認する。 
・「交差点の見通しの悪さ」が課題 
・除雪業者には「後継者不足」などの

苦労 
・市の厳しい財政状況 
・除雪センターが住民の要望窓口 

２ 学習課題を理解する。 
 
 
 

１ 事前に提示した旭川市の除

雪に関する諸資料を確認させ

る。 
 
 
 
２ 学習課題を提示する。 

 

深
め
る 

３ 各班で「除排雪が遅く，交差点の見

通しが悪い」問題について，市(行政)，
業者(企業)，住民の立場から解決策を

考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 三者の立場が揃う班になり，「除排

雪が遅く交差点の見通しが悪い」問題

の解決策を話し合う。 
 
 

３ ３～４人１組の班で，今ま

でに蓄積した除雪関連の資料

をもとに解決策を考えさせ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ スムーズに班を再編成でき

るようにする。 
 
 

 

  

学習課題「地域の問題を解決する上で大切なこととは何だろうか。」 

＜練り合いの目的＞ 
 それぞれの立場の解決策のみでは意見が対立し，

解決が困難となり，三者が「協働」していく必要が

あることに気付かせる。 
＜練り合いの手順＞ 
①市側・業者側・住民側それぞれの主張を共有する。 
②解決策を考え，各班から発表し全体で共有する。 

＜予想される各班の解決策＞ 
① 市側(行政側) 
・新たな雪置き場を確保する。 
・交差点に雪を積み上げないよう，業者に 
求める。 

・独自の税を作り，除雪費を確保する。 
・除雪のルールを住民に知らせる。 
② 業者側(企業側) 
・市に除雪費を増やしてもらう。 
・新しく性能の良い機材を購入する。 
・若い人達に職業体験などで PR する。 
・住民にマナーを守ってもらう。 
・市に排雪場を増やしてもらう。 
③ 住民側 
・市に要望（請願）する。 
・除雪センターに除雪状況を知らせる。 

＜留意点＞ 
各立場で考えさせる際，以下の

点を留意させる。 
・市側：資料を基に，厳しい財政状

況を踏まえた上での解決策を考え

る。 
・業者側：資料を基に，「後継者不足」

「重機(機材)の老朽化」「排雪場不

足」などを踏まえた上で考える。 
・住民側：「誰が何をすべきか？」と

いう視点で考える。 

＜期待したい生徒の考え＞ 
・市，業者，住民が話し合いの場をもつ。 
・市の厳しい財政，業者が抱える課題や苦労

を住民は理解し，自分たちでできることに

取り組む。 
・市が業者や住民に対する助成を増やす。 
・住民にルールや除雪の方針などを知っても

らうための説明会を開く。 



過程 学習活動 教師の関わり 学習評価 

深
め
る 

５ 永山第三地区市民委員会の取組を

知る。 
 
 
 
６ 忠和地区市民委員会の方の説明を

聞く。 
 
 
 
 
 
 
 

５ 住民が主体的に取り組み，

市や業者と協働して成果を挙

げている永山第三地区市民委

員会の事例をスライドで紹介

する。 
６ 除排雪問題から地域の問題

に生徒の視野を広げるために

忠和地区市民委員会の方に除

排雪以外の具体的な取組につ

いて説明してもらう。 

 

考
え
る 

７ 「地域の問題を解決する上で大切な

こととは何だろうか？」について個人

でワークシートまとめる。 
 
 
８ 班や全体で交流する。 

７ 個人でワークシートに記入

をさせ，これまでの学習を振

り返るなどのアドバイスを行

う。 
 
８ 班内で交流した上で，数名

に発表させる。 

知技  地域が抱え

る問題を解決す

るためには，住民

が積極的に行動

することが重要

であり，その上で

行政や企業との

協働が大切であ

ることを理解し

ている。 

広
げ
る 

９ 本時の活動を踏まえ，協働によって

解決すべき課題を個人で考察し，ワー

クシートに記入する。 

９ 今回の学習から，住民とし

て市や企業と協働して解決す

べき課題を考えさせる。 

 

 

（３）評価の具体 

 ◎十分満足できる状況（Ａ） 

「地域の問題を解決するためには，積極的に自分の地域のことを知り，自ら行動することが

重要であり，また行政・企業・住民が協働して地域の問題を解決する努力が大切である。」 
 

 ○おおむね満足できる状況（Ｂ） 

「地域の問題を解決するためには，住民が積極的に自分の地域のことを知り行動することが

重要であり，また行政・企業・住民が協働して地域の問題を解決する努力が大切である。」 
 
 △指導を要する子供に対する具体的な手立て 

机間指導や班で交流する機会を設け，学習してきた内容を振り返らせる。 
  

【概念的知識獲得の場面】 

地域の問題を解決するためには，住民が積極的に自分の地域のことを知り，行動す 
ることが重要である。また，行政・企業・住民が協働して地域の問題を解決する努力 
が大切である。 



（４）板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）活用する資料 

資料１ 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

資料２ 

 
 
 
 
 
 
 
＜資料の提示・活用などの工夫点＞ 

  資料１により，オペレータの高齢化や除雪機械の老朽化など，除雪業者が抱える問題を押さ

えさせる。資料２により市が厳しい財政状況の中，支出する除雪費用が増えていることを押さ

え，練り合いの場面で市側，住民側の解決策が妥当かどうかの判断材料とさせる。 
 
９ 教材開発に関する参考文献・参考ホームページ，取材先など 
□ 参考文献・ホームページ 

・旭川市広報紙「あさひばし」，北海道経済，メディア旭川，H27～H36 旭川市雪対策基本計

画，平成 24 年度旭川市の除排雪と地域総合除雪体制 
・旭川市役所ＨＰ（http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp） 

□ 取材先 

・旭川市総合政策部財政課・土木部，永山第三地区市民委員会，忠和市民委員会 

地域の問題を解決する上で大切なこととは何だろうか 

 

交
差
点
の 

 
 

見
通
し
の
悪
さ 

１班 ２班 
 

３班 ４班 ５班 

６班 ７班 
 

８班 ９班  

 

解 決 策

 

 大型テレビ 
 
 パワーポイントで永山

第三地区市民委員会の活

動など，資料を提示する 
 

除雪費の推移と降雪量 

オペレータの年齢構成 
除雪機械の使用年数 

http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/

	「私たちと民主政治」（６時間）



